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研
修
の
あ
り
方
も「
民
間
の
常
識
は
、役
所
の
非
常
識
」

　

前
回
ま
で
の
7
回
は
、
公
務
員
が
地
域
活
性
化
の
政
策

を
考
え
て
発
表
す
る
研
修
3
カ
所
（
長
野
県
須
坂
市
、
広

島
県
、
福
島
県
）
の
実
録
を
公
開
。
公
務
員
の
政
策
発
表

か
ら
伝
わ
る
「
公
務
員
の
働
き
方
と
、
意
識
の
悪
さ
」
を

指
摘
し
、
公
務
員
が
実
践
す
べ
き
解
決
策
を
示
し
た
。

　

今
回
か
ら
研
修
編
ま
と
め
と
し
て
「
公
務
員
研
修
の
あ

り
方
」
を
改
革
す
べ
き
提
案
を
行
う
。

　

研
修
改
革
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
前

回
ま
で
考
察
し
て
き
た
「
公
務
員
個
人
の
政
策
発
表
か
ら
、

発
表
者
＝
公
務
員
の
働
き
方
と
意
識
の
悪
さ
が
伝
わ
る
」

と
い
う
意
味
と
重
要
性
を
振
り
返
ろ
う
。

　

発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
）
は
政
策
・
意
見
の
採
否
を
決
め
る

も
の
で
、
人
の
雇
用
採
否
を
決
め
る
面
接
と
本
質
的
に
同

じ
で
あ
る
。
発
表
と
面
接
は
短
時
間
で
、
話
す
内
容
や
能

力
（
前
者
）
と
、
情
熱
や
貢
献
心
な
ど
人
間
性
（
後
者
）

の
両
面
を
判
断
さ
れ
る
。

　

両
者
の
重
視
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
は
、
民
間
企
業
の
場
合
、

採
用
で
「
学
歴
を
応
募
書
類
に
書
か
せ
な
い
」
等
、
前
者

よ
り
後
者
（
人
間
性
）
を
見
る
。
採
用
後
の
研
修
も
、
人

間
性
が
重
視
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
公
務
員
（
役
所
）
の
採
用
は
、
前
者
（
特
に

学
歴
や
学
力
）
を
見
る
し
、
研
修
も
未い

ま

だ
に
前
者
を
重
視

す
る
「
時
代
遅
れ
で
非
常
識
な
状
況
の
ま
ま
」
で
あ
る
。

　

よ
く
「
民
間
の
常
識
は
、
役
所
の
非
常
識
」
と
い
わ
れ

る
が
、
採
用
と
研
修
の
あ
り
方
も
「
民
間
の
常
識
は
、
役

所
の
非
常
識
」
と
言
え
る
。

信
頼
さ
れ
る
と
、協
働
が
始
ま
り
、政
策
の
質
は
高
ま
る

　

な
ぜ
民
間
企
業
は
前
者
よ
り
後
者
を
重
視
す
る
の
か
？

　

担
当
者
の
人
間
性
が
高
く
な
い
（
企
業
の
倫
理
が
高
く

な
い
）
と
、
企
業
が
つ
く
る
商
品
・
政
策
が
ど
ん
な
に
優

れ
て
い
て
も
「
買
っ
て
も
ら
え
な
い
、
協
働
し
て
も
ら
え

な
い
」
か
ら
。
こ
の
結
果
、
企
業
は
衰
退
・
消
滅
す
る
。

　

一
方
、
役
所
に
は
こ
の
リ
ス
ク
が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
、

公
務
員
の
人
間
性
が
高
く
な
い
（
役
所
の
倫
理
が
高
く
な

い
）
の
で
、
政
策
の
効
果
が
出
な
い
（
政
策
を
市
民
が
受

け
入
れ
な
い
）
原
因
が
分
か
ら
な
い
。

　

役
所
や
企
業
が
つ
く
る
商
品
・
政
策
の
質
も
大
切
だ
が
、

公
務
員
の
人
間
性
（
役
所
の
倫
理
）
こ
そ
高
め
た
い
。

　

だ
か
ら
、
私
が
行
う
研
修
は
「
発
表
を
主
と
し
た
情
報

発
信
力
を
高
め
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
結
果
と
し
て
、

役
所
の
外
で
信
頼
・
応
援
さ
れ
る
人
に
な
る
」
こ
と
を
目

標
に
す
る
。　
　
　
　
　
　

　

前
者
（
話
す
内
容
＝
政
策
）
の
質
は
高
く
て
も
、
後
者

（
情
熱
や
貢
献
心
な
ど
人
間
性
）
が
低
い
と
、
政
策
は
市

民
か
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。

　

逆
に
、
後
者
の
評
価
が
高
い
場
合
は
、
前
者
＝
政
策
の

質
が
最
初
は
高
く
な
く
て
も
、
役
所
の
外
か
ら
応
援
さ
れ

て
、
協
働
に
よ
り
政
策
の
質
が
高
ま
り
、
成
果
が
出
る
。

　

あ
な
た
は
役
所
の
外
（
市
民
や
専
門
家
）
か
ら
信
頼
・

応
援
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

各
論
か
ら
総
論
を
導
く
に
は
、目
的
と
勇
気
を
示
す

　

後
者
の
考
察
を
始
め
る
が
、
前
提
を
示
し
て
お
き
た
い
。

各
論
か
ら
総
論
を
導
く
に
は
「
目
的
と
勇
気
を
示
す
」
必

要
が
あ
る
、
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

　

前
回
ま
で
の
7
回
は
、
発
表
者
ご
と
に
前
者
を
見
る
各

論
。
今
回
は
後
者
を
総
論
と
し
て
見
る
。

久
繁
哲
之
介

地
域
再
生
プ
ラ
ン
ナ
ー

信
頼
を
築
き
、論
理
と
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
～
研
修
編
ま
と
め
①

各
論
か
ら
総
論（
結
論
）を
導
く
実
践
は
、最
も
重
要
な
能
力

木
曜
連
載

働
き
方
と
、意
識
を
改
革
せ
よ
⑱
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多
く
の
各
論
か
ら
総
論
（
結
論
）
を
導
く
実
践
は
、
顧

客
・
市
民
を
満
足
さ
せ
る
仕
事
に
就
く
者
に
と
っ
て
、
最

も
重
要
な
能
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
、

こ
の
ス
キ
ル
を
指
導
す
る
書
籍
・
研
修
コ
ー
ス
は
、
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　

理
由
は
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
多
数
決
を

行
い
、
平
均
値
や
最
多
得
票
を
総
論
に
す
れ
ば
済
む
、
と

い
う
前
例
に
と
ら
わ
れ
て
、
こ
れ
が
ス
キ
ル
だ
と
は
想
像

さ
え
で
き
な
い
か
ら
。
そ
し
て
、
平
均
値
や
最
多
得
票
を

総
論
に
す
れ
ば
、
批
判
さ
れ
に
く
い
か
ら
。

　

自
治
体
の
政
策
作
り
、
ダ
メ
な
企
業
の
商
品
づ
く
り
は
、

こ
の
悪あ

し
き
典
型
と
言
え
る
。
事
実
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

平
均
値
や
最
多
得
票
を
総
論
に
導
い
た
役
所
の
政
策
や
商

品
は
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
し
て
い
る
。

　

そ
う
、
成
功
で
き
る
者
は
、
明
確
な
目
的
を
持
っ
て
、

各
論
か
ら
総
論
を
導
く
。
こ
の
場
合
、
平
均
値
や
最
多
得

票
が
総
論
で
な
い
場
合
が
多
い
の
で
、
か
な
り
批
判
さ
れ

る
。
だ
か
ら
、
目
的
を
考
え
て
示
す
能
力
と
「
批
判
を
受

け
入
れ
る
勇
気
と
い
う
人
間
性
」
が
求
め
ら
れ
る
。

目
的
は
顧
客
・
市
民
と
共
有
・
共
感
し
合
う
こ
と
が
大
切

　

失
敗
す
る
政
策
は
、
目
的
を
考
え
て
示
す
能
力
と
、
批

判
を
受
け
入
れ
る
勇
気
の
欠
如
が
原
因
と
言
え
る
。

　

例
を
挙
げ
よ
う
。
中
心
市
街
地
活
性
化
政
策
（
以
下
、

中
活
）
は
「
莫ば

く
だ
い大

な
補
助
金
を
浪
費
し
た
だ
け
で
、
成
果

が
出
な
か
っ
た
」
と
会
計
検
査
院
に
指
摘
さ
れ
た
。
地
方

都
市
の
典
型
的
な
中
活
策
定
プ
ロ
セ
ス
は
次
の
通
り
。

　

市
民
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
街
中
に
必
要
な
施
設
は
何
？
」

と
問
う
。
地
方
の
多
く
で
、
駐
車
場
が
最
多
得
票
に
な
る
。

自
治
体
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
最
多
得
票
を
真
に
受
け
て
、

地
価
の
高
い
街
中
に
有
料
の
駐
車
場
を
建
設
し
た
。
結
果

は
、
駐
車
場
は
有
料
故
に
利
用
度
が
低
い
か
、
利
用
度
は

高
く
て
も
、
近
隣
商
店
の
売
上
高
は
上
が
ら
な
い
。

　

失
敗
要
因
を
二
つ
挙
げ
よ
う
。

　

第
一
に
、
駐
車
場
は
来
訪
の
「
手
段
」
で
あ
っ
て
、
来

訪
の
「
目
的
で
は
な
い
」
と
い
う
簡
単
な
話
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
聞
か
れ
る
側
の
市
民
に
、
手
段
と
目
的

を
区
別
す
る
責
任
は
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
聞
く
側
の

「
自
治
体
に
、
目
的
を
考
え
て
示
す
能
力
が
欠
如
」
す
る

こ
と
に
責
任
が
あ
る
。

　

第
二
に
、
こ
れ
が
本
質
的
な
失
敗
要
因
だ
が
、
そ
も
そ

も
論
と
し
て
、
市
民
の
多
く
は
中
心
市
街
地
を
活
性
化
す

る
と
い
う
自
治
体
の
目
的
に
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い

し
、
共
感
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

要
す
る
に
、
中
活
の
失
敗
要
因
は
、
前
者
＝
政
策
の
質

が
低
い
以
前
に
、
後
者
＝
人
間
性
の
低
さ
に
あ
る
。
し
か

し
、
政
策
が
失
敗
し
て
も
、
毎
回
こ
の
核
心
的
な
話
は
議

論
さ
れ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
「
前
者
＝
政
策
の
質
や
名
称
さ

え
変
え
れ
ば
何
と
か
な
る
」
と
い
う
小
手
先
な
論
が
ま
か

り
通
る
。

　

以
上
の
話
は
拙
著
「
日
本
版
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
」
第
2
章

の
「
成
人
の
43
・
6
％
が
中
心
市
街
地
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
」
で
詳
解
し
て
い
る
。

　

拙
書
で
は
「
目
的
は
顧
客
と
共
感
し
合
う
こ
と
が
最
も

大
切
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
顧
客
が
知
ら

な
い
言
葉
は
使
わ
な
い
等
、
顧
客
と
目
線
を
合
わ
せ
る
」

な
ど
、
人
間
性
の
大
切
さ
を
提
唱
し
て
い
る
。

「
意
識
→
政
策
→
情
報
発
信
」の
連
携

　

私
が
導
く
総
論
の
目
的
は
「
市
民
を
幸
せ
に
す
る
」
で

あ
る
。
私
の
顧
客
で
あ
る
読
者
の
政
策
目
的
と
、
ピ
ッ
タ

リ
一
致
す
る
。
で
は
、
総
論
の
考
察
を
始
め
よ
う
。

　

研
修
に
お
け
る
公
務
員
の
発
表
を
、
後
者
の
観
点
か
ら

総
論
を
一
言
で
要
約
す
る
と
「
市
民
を
幸
せ
に
し
た
い
！

と
い
う
貢
献
心
と
情
熱
が
欠
落
」
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
本
稿
で
繰
り
返
し
主
張
す
る 

〝「
意
識
→
政
策

→
情
報
発
信
」
が
連
携
す
る
と
、
成
果
は
出
る
〟
と
密
接

に
関
係
に
す
る
。
つ
ま
り
「
市
民
を
幸
せ
に
し
た
い
！　

等
の
貢
献
心
と
情
熱
が
欠
落
す
る
意
識
」
で
は
、
政
策
と

情
報
発
信
を
ど
ん
な
に
工
夫
し
よ
う
と
、
成
果
は
出
な
い
。

　

私
は
研
修
＝
仕
事
と
い
う
義
務
が
あ
る
か
ら
、
公
務
員

の
発
表
を
最
後
ま
で
聞
く
が
、
も
し
義
務
が
な
い
市
民
な

ら
、
発
表
開
始
か
ら
数
十
秒
後
に
は
退
屈
す
る
だ
ろ
う
。

　

市
民
の
地
方
行
政
へ
の
無
関
心
は
、
こ
う
し
て
起
き
る
。

つ
ま
り
、
公
務
員
の
情
報
発
信
は
「
自
分
た
ち
が
市
民
を

幸
せ
に
し
た
い
！　

等
の
貢
献
心
と
情
熱
が
伝
わ
ら
な

い
」
か
ら
、
す
ご
く
退
屈
で
、
関
心
を
全
く
持
て
な
い
。

　

結
果
、
役
所
を
応
援
・
協
働
す
る
気
に
な
れ
な
い
。

縦
割
主
義
も
、貢
献
心
と
情
熱
が
伝
わ
ら
な
い
要
因

　

公
務
員
の
情
報
発
信
が
「
市
民
を
幸
せ
に
し
た
い
！　

等
の
貢
献
心
と
情
熱
が
伝
わ
ら
な
い
」
原
因
と
解
決
策
は
、

個
人
と
組
織
で
異
な
る
。

　

ふ
く
し
ま
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
福
島
県
）
の
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前
回
例
で
説
明
す
る
。
こ
の
研
修
は
、
福
島
県
の
若
い
女

性
職
員
I
氏
が
情
熱
を
持
っ
て
企
画
し
た
。
研
修
前
の
講

師
依
頼
か
ら
企
画
の
過
程
で
、
I
氏
と
メ
ー
ル
の
や
り
と

り
を
し
た
私
に
「
私
の
研
修
を
県
内
の
公
務
員
に
受
け
さ

せ
た
い
」
と
い
う
情
熱
が
後
述
す
る
文
面
等
か
ら
強
く
伝

わ
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
研
修
後
、
つ
ま
ら
な
い
事
件
が
起
き
る
。
福
島

県
か
ら
、
つ
ま
ら
な
い
形
式
的
な
文
面
の
礼
状
が
公
文
書

と
し
て
届
き
、
し
か
も
私
の
名
前
を
間
違
え
る
ミ
ス
を
犯

し
て
い
る
。
公
文
書
を
送
る
と
決
め
る
の
も
、
文
章
を
書

い
た
の
も
、
ミ
ス
を
犯
し
た
の
も
、
I
氏
で
は
な
い
。

　

福
島
県
は
研
修
後
、
礼
状
送
付
や
経
理
処
理
等
の
事
務

が
「
前
例
踏
襲
か
つ
縦
割
主
義
」
で
行
わ
れ
る
。

　

I
氏
は
組
織
の
前
例
に
従
い
、
私
の
名
前
な
ど
個
人
情

報
を
他
部
署
へ
流
す
。
こ
こ
で
I
氏
の
私
へ
の
情
熱
や
謝

意
は
断
ち
切
ら
れ
る
。

　

礼
状
送
付
担
当
者
は
（
私
と
関
係
が
な
い
の
で
）
情
熱

が
欠
落
し
た
ま
ま
、
多
く
の
講
師
に
同
じ
形
式
的
な
文
面

の
礼
状
を
大
量
に
印
刷
し
て
送
付
す
る
。
情
熱
が
な
い
の

で
、
講
師
の
名
前
の
タ
イ
プ
入
力
ミ
ス
が
多
発
す
る
。

　

多
発
と
言
う
に
は
根
拠
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
年

金
機
構
に
よ
る
個
人
デ
ー
タ
の
入
力
ミ
ス
が
約
10
万
件
あ

っ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
私
は
他
の
研
修
所
で
も
何
度
も
、

研
修
後
の
事
務
処
理
で
名
前
「
久
繁
哲
之
介
」
の
「
介
」

を
「
助
」
と
入
力
ミ
ス
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

公
務
員
は
他
人
の
大
切
な
名
前
や
金
に
責
任
感
が
な
さ

過
ぎ
る
。
そ
の
弊
害
は
大
き
い
。
日
本
年
金
機
構
の
入
力

ミ
ス
は
組
織
的
な
信
頼
を
失
っ
た
。

　

一
方
、
福
島
の
名
前
ミ
ス
事
件
は
、
私
が
役
所
の
研
修

所
か
ら
過
去
に
何
度
も
、
名
前
を
間
違
え
ら
れ
て
い
る
の

で
、
I
氏
の
ミ
ス
で
は
な
い
と
分
か
り
、
私
の
I
氏
へ
の

信
頼
は
揺
る
が
な
い
。
し
か
し
、
私
で
は
な
い
講
師
の
場

合
、
I
氏
は
自
分
に
は
責
任
が
な
い
「
役
所
組
織
内
の
個

人
情
報
管
理
の
杜ず

さ
ん撰
さ
」
に
よ
り
、
個
人
の
信
頼
を
失
っ

て
し
ま
う
。

信
頼
さ
れ
な
い
と
、知
識
も
技
能
も
活
か
せ
な
い

　

こ
こ
で
言
い
た
い
こ
と
は
、
役
所
は
「
個
人
情
報
の
管

理
が
杜
撰
」
と
い
う
原
因
よ
り
も
、
役
所
と
公
務
員
が
信

頼
を
失
っ
て
い
る
こ
と
。
し
か
も
「
人
を
育
成
す
る
は
ず

の
研
修
所
が
、
人
の
信
頼
を
失
う
原
因
＝
ミ
ス
を
多
発
」

す
る
こ
と
。

　

誰
か
と
協
働
し
て
成
果
を
出
す
に
は
、
信
頼
が
最
も
必

要
で
あ
る
。
信
頼
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
知
識
や
技
能
が

ど
ん
な
に
優
れ
て
い
て
も
活
用
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
土

台
に
信
頼
が
あ
り
、
知
識
や
技
能
は
信
頼
と
い
う
土
台
の

上
に
積
み
上
げ
て
い
く
、
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
を
育
成
す
る
研
修
所
が
、
信
頼

を
軽
視
し
て
、
知
識
と
技
能
だ
け
を
公
務
員
に
教
え
て
い

る
。
こ
の
現
状
で
は
、
公
務
員
＝
人
は
育
た
な
い
。

　

I
氏
は
こ
の
悪
し
き
現
状
を
踏
ま
え
て
、
私
に
研
修
講

師
を
次
の
文
面
で
依
頼
し
て
く
れ
た
。

　

「
顧
客
目
線
お
よ
び
当
事
者
意
識
の
重
要
性
、
自
治
体

の
意
識
改
革
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
地
域
住
民
の
満
足
度

を
高
め
る
た
め
に
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
ご
講
演

並
び
に
課
題
解
決
へ
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
賜
り
た
い
」

　

I
氏
の
文
面
に
は
、
知
識
・
技
能
に
関
す
る
言
葉
は
一

つ
も
な
い
。
意
識
や
目
線
や
満
足
度
な
ど
、
信
頼
を
築
く

の
に
必
要
な
言
葉
が
並
ぶ
。

　

若
い
女
性
の
公
務
員
I
氏
は
「
信
頼
と
い
う
土
台
が
あ

っ
て
、
知
識
と
技
能
は
活い

き
る
」
事
実
を
理
解
し
、
そ
れ

を
県
内
の
公
務
員
に
普
及
・
創
造
し
て
、
住
民
満
足
度
へ

貢
献
し
よ
う
と
す
る
志
が
素
晴
ら
し
い
。

若
者
と
女
性
が
活
躍
す
べ
き
本
当
の
理
由

　

I
氏
を
私
が
応
援
す
る
よ
う
に
、
志
が
高
く
貢
献
心
か

ら
仕
事
を
創
造
す
る
者
は
、
周
囲
か
ら
応
援
さ
れ
て
、
協

働
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
結
果
、
成
果
を
出
せ
る
。

　

I
氏
は
知
識
や
技
能
の
面
で
は
多
分
、
年
配
の
公
務
員

に
勝
て
な
い
。
し
か
し
、
志
が
高
く
、
貢
献
心
か
ら
仕
事

を
創
造
す
る
I
氏
は
、
私
を
含
む
周
囲
か
ら
応
援
さ
れ
て
、

成
果
を
出
せ
る
。
先
述
し
た
「
後
者
の
評
価
が
高
い
場
合

は
、
前
者
＝
政
策
の
質
が
最
初
は
高
く
な
く
て
も
、
役
所

の
外
か
ら
応
援
さ
れ
て
、
協
働
に
よ
り
政
策
の
質
が
高
ま

り
、
成
果
が
出
る
」
好
例
と
言
え
る
。

　

地
方
創
生
と
役
所
活
性
化
を
目
指
す
な
ら
、
志
が
高
い

若
者
と
女
性
に
、
も
っ
と
仕
事
を
任
せ
て
活
躍
さ
せ
よ

う
！　

こ
の
提
案
を
私
は
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

　

そ
の
理
由
は
、
本
稿
の
研
修
編
を
振
り
返
れ
ば
分
か
る
。

前
回
ま
で
の
7
回
、
公
務
員
が
「
考
え
る
→
発
表
す
る
→

現
場
で
使
え
る
よ
う
私
か
ら
指
導
を
受
け
る
」
研
修
3
カ

所
の
実
録
を
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
発
表
は
多
く
が
「
上

か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
、
前
例
や
成
功
例
を
探
し
て
、
前

例
や
成
功
例
を
猿
真ま

ね似
し
た
」
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
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猿
真
似
は
「
市
民
を
幸
せ
に
し
た
い
！　

等
の
貢
献
心

と
情
熱
が
欠
落
」
し
て
い
る
。

　

私
の
着
眼
点
は
、
上
（
国
、
上
司
）
か
ら
の
指
示
が

「
正
し
く
な
い
、
と
い
う
論
理
」
で
は
な
く
「
共
感
・
応

援
さ
れ
な
い
、
と
い
う
感
情
」
に
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
上
（
国
、
上
司
）
か
ら
の
指
示
は
多
く
が
、

「
論
理
的
に
は
正
し
い
」
の
だ
ろ
う
。
役
所
内
の
論
理
な

ら
絶
対
に
正
し
い
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
活
の
失
敗
で

分
か
る
よ
う
に
、
役
所
の
政
策
は
「
役
所
の
外
か
ら
、
共

感
・
応
援
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
事
実
に
着
眼
し
よ
う
。

　

こ
の
現
状
の
対
極
が
解
決
策
と
し
て
相ふ

さ
わ応

し
い
。
す
な

わ
ち
、
役
所
の
外
か
ら
共
感
・
応
援
さ
れ
る
「
志
が
高
い

若
者
と
女
性
に
、
も
っ
と
仕
事
を
任
せ
て
活
躍
さ
せ
る
」

と
い
う
私
の
提
案
で
あ
る
。

論
理
と
感
情
の
バ
ラ
ン
ス
は
、仕
事
と
人
間
関
係
の
基
本

　

仕
事
で
も
人
間
関
係
で
も
「
論
理
と
感
情
（
思
考
と
情

熱
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
成
功
す
る
基
本
」
と
い
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
公
務
員
は
こ
の
基
本
を
知
ら
な
い
か
、
知
っ

て
い
て
も
実
践
で
き
な
い
者
が
多
過
ぎ
る
。
公
務
員
に
は
、

こ
の
実
践
が
で
き
る
個
人
が
多
く
い
る
の
に
、
役
所
と
い

う
組
織
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
実
践
で
き
な
い
。
む
し

ろ
、
感
情
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
見
え
る
。

　

論
理
は
感
情
と
セ
ッ
ト
だ
か
ら
価
値
が
あ
り
、
人
が
仕

事
や
人
間
関
係
で
価
値
を
創
造
で
き
る
。

　

感
情
を
排
除
し
た
論
理
は
単
な
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
業
に

す
ぎ
ず
、
A
I
（
人
工
知
能
）
ロ
ボ
ッ
ト
で
事
は
足
り
る
。

　

A
I
が
普
及
す
る
今
後
、
仕
事
の
多
く
が
消
滅
し
、
残

る
仕
事
は
次
の
二
つ
の
機
能
に
限
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。

　

①
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
（
情
熱
的
か
つ
創
造
的
）
な
仕
事

　

②�

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
人
を
も
て
な
す
貢
献
的
）
な
仕

事
創
造
的
×
貢
献
的
な
仕
事
だ
け
が
A
I
に
代
替
さ
れ
な
い

　

公
務
員
と
い
う
仕
事
、
地
方
と
い
う
場
所
は
、
こ
の
二

つ
の
機
能
を
磨
く
こ
と
で
、
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
る
。
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つ
ま
り
、
地
方
創
生
の
鍵
は
、
創
造
的
×
貢
献
的
な
仕

事
を
創
る
こ
と
に
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
仕
事
は

新
た
に
創
る
も
の
も
あ
る
が
、
公
務
員
の
仕
事
の
よ
う
に

「
現
在
は
創
造
的
×
貢
献
的
で
な
い
働
き
方
を
、
創
造
的

×
貢
献
的
な
働
き
方
に
改
革
す
る
」
こ
と
の
方
が
効
果
的

で
あ
る
。

　

以
上
よ
り
、
私
の
研
修
は
「
今
の
発
表
＝
働
き
方
の
ま

ま
な
ら
、
将
来
は
A
I
で
事
が
足
り
る
。
だ
か
ら
、
あ
な

た
の
発
表
＝
働
き
方
は
改
革
し
よ
う
！
」
と
い
う
狙
い
も

あ
る
。
つ
ま
り
、
公
務
員
が
生
き
残
る
（
価
値
を
創
る
）

た
め
、
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
力
を
研

修
で
磨
く
意
図
で
あ
る
。

　

こ
の
意
図
は
、
人
事
評
価
や
成
功
例
の
見
方
・
活
用
方

法
な
ど
多
方
面
に
導
入
し
て
、
劇
的
に
効
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
そ
の
人
物
や
成
功
例

は
「
ど
こ
が
ど
う
創
造
的
、
貢
献
的
な
の
か
」
と
い
う
視

点
で
評
価
し
、
次
の
計
画
策
定
に
活
か
す
。

　

福
島
県
の
講
師
へ
の
礼
状
送
付
を
例
に
説
明
し
よ
う
。

現
状
は
、
研
修
企
画
者
I
氏
の
起
案
文
書
を
見
て
、
別
組

織
の
礼
状
送
付
担
当
者
が
「
講
師
名
を
入
力
し
て
、
ど
の

講
師
に
も
同
じ
文
面
」
の
礼
状
を
送
付
す
る
。

　

こ
の
単
な
る
事
務
作
業
に
は
、
創
造
的
要
素
も
、
貢
献

的
要
素
も
全
く
な
い
。
だ
か
ら
、
つ
ま
ら
な
い
。

　

つ
ま
ら
な
い
か
ら
、
名
前
の
入
力
ミ
ス
が
多
発
す
る
。

　

講
師
の
個
人
情
報
が
さ
ま
ざ
ま
な
部
署
に
流
れ
る
か
ら
、

個
人
情
報
が
流
出
す
る
可
能
性
も
生
じ
る
。　

　

し
か
も
、「
大
変
に
意
義
の
あ
る
研
修
に
感
謝
し
ま
す
」

等
と
、
一
目
で
全
て
の
講
師
に
同
じ
文
面
だ
と
分
か
る
形

式
的
な
礼
状
が
届
い
て
も
、
ち
っ
と
も
嬉う

れ

し
く
な
い
。
む

し
ろ
、
不
愉
快
。
感
情
・
心
が
無
い
形
式
的
な
書
簡
は
ゴ

ミ
に
す
ぎ
ず
、
捨
て
る
の
も
面
倒
。
形
式
的
な
印
刷
物
の

作
成
と
送
付
に
、
公
費
を
使
う
ム
ダ
を
不
思
議
に
思
う
。

こ
れ
が
役
所
の
外
で
は
、
常
識
で
あ
る
。

意
識
改
革
と
業
務
改
革
も
、創
造
的
×
貢
献
的
に
！

　

改
革
の
基
本
方
針
は
、
創
造
的
要
素
も
貢
献
的
要
素
も

な
い
仕
事
は
「
無
く
す
か
、
仕
事
の
質
を
創
造
的
・
貢
献

的
に
変
え
て
担
当
者
を
改
め
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
決
め
る
。

　

こ
の
方
針
は
役
所
の
業
務
改
革
、
公
務
員
の
意
識
改
革

に
も
通
底
す
る
。
こ
こ
で
は
「
改
め
る
」
方
向
で
次
の
よ

う
に
変
え
る
。
礼
状
送
付
業
務
は
全
て
研
修
企
画
者
に
任

せ
る
。
任
せ
る
範
囲
は
、
講
師
ご
と
に
礼
状
を
送
る
か
と

い
う
判
断
か
ら
、
送
る
な
ら
文
面
は
ど
う
す
る
か
と
い
う

内
容
ま
で
全
て
。
上
司
は
そ
の
全
て
を
見
て
、
部
下
で
あ

る
研
修
企
画
者
の
人
事
評
価
に
反
映
す
る
。

　

改
革
案
の
長
所
を
役
所
の
内
外
に
分
け
て
示
そ
う
。

　

役
所
の
外
＝
講
師
か
ら
、
共
感
さ
れ
る
。

　

役
所
の
中
で
は
、
ま
ず
礼
状
送
付
担
当
者
は
別
の
創
造

的
・
貢
献
的
な
仕
事
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
研
修
企
画
者

と
上
司
の
間
で
、
あ
る
講
師
＝
研
修
講
座
の
評
価
の
違
い

が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
こ
で
、
改
善
が
生
ま
れ
る
。　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
前
例
や
他
者
と
の
違
い
を
見
え
る
化
し
、

意
識
改
革
を
促
す
仕
組
み
を
業
務
に
組
み
込
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
見
え
る
化
す
る
と
、
意
識
が
変
わ
る
こ
と
に

加
え
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
次
の
仕
事
（
こ
こ
で
は
、

研
修
企
画
）
の
創
造
に
活
か
せ
る
。

　

一
方
、
前
例
を
形
式
的
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
業
す
る
だ
け

の
現
状
で
は
、
違
い
が
見
え
な
い
。
だ
か
ら
、
創
造
は
生

ま
れ
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
業
を
人
が
行
う
か

ら
、
入
力
等
で
ミ
ス
が
起
き
る
し
、
ミ
ス
が
見
え
な
い
。

前
例
が
あ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
業
は
、
A
I
に
代
替
さ
れ
る

運
命
に
あ
る
。

実
践
が
面
倒
く
さ
い
成
功
例
こ
そ
、考
え
て
導
入
せ
よ

　

礼
状
送
付
の
改
革
例
は
、
民
間
企
業
の
研
修
で
紹
介
さ

れ
る
「
成
功
例
」
の
定
番
に
、
私
の
体
験
と
思
考
を
付
加

し
た
内
容
で
あ
る
。
他
人
の
成
功
例
を
活
用
す
る
正
し
い

方
法
は
、
こ
の
よ
う
に
「
他
人
の
成
功
例
に
、
自
分
の
体

験
と
思
考
を
付
加
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

成
功
例
は
以
下
の
通
り
。
あ
る
人
（
以
下
、
そ
の
人
）

と
出
会
っ
た
後
、
自
分
や
自
社
に
と
っ
て
、
そ
の
人
と
の

交
流
継
続
が
財
産
に
な
る
と
（
自
分
が
）
考
え
た
ら
、
す

ぐ
ハ
ガ
キ
で
礼
状
を
出
そ
う
！

　

こ
の
実
践
に
は
、
大
切
な
人
と
会
う
前
、
名
刺
に
加
え

て
、
ハ
ガ
キ
も
準
備
し
て
お
く
。
名
刺
の
準
備
・
交
換
で

満
足
す
る
輩や

か
らは

、
二
流
以
下
に
ど
と
ま
る
。

　

会
っ
た
後
す
ぐ
、
礼
状
ハ
ガ
キ
を
投
函
す
る
と
翌
日
に
、

そ
の
人
へ
届
き
、
そ
の
人
が
大
物
な
ら
感
動
す
る
。

　

感
動
す
る
理
由
は
、
こ
の
成
功
例
は
実
践
が
面
倒
く
さ

い
の
で
、
こ
う
し
て
研
修
で
紹
介
し
て
も
、
実
践
者
は
全

体
の
1
割
以
下
。
こ
の
1
割
が
成
功
し
て
、
大
物
に
な
る
。

　

感
動
し
て
も
ら
う
に
は
、
も
う
一
つ
条
件
が
あ
る
。
そ

の
人
が
感
動
す
る
文
面
を
、
自
分
で
考
え
て
書
く
。


